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初志貫徹の一心で挑戦を続けます
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　小さな目に映るその先には、どんな世界が
待っているのでしょうか？
　私たちは、まっすぐな眼差しで見上げたその
目に、真剣に応えなければならない。
　政治をあきらめてはいけない。そして目前
にある現実から逃げてもいけない。

　今だけが良ければそれでいいはずはなく、自分だけが良ければ幸せなはずも
ない。みんな役割は違うけれど、それぞれの立場で、今という時代を精一杯に頑張り、
次の世代に「希望」という名のバトンを引き継ぐ使命があると思う。
　私は、政治を通じて、子どもたちに自信と責任をもって渡せる社会をつくりたい。
市議会議員よりも身近に働き、国会議員よりもビジョンを語れる、そんな県議会議員に
なりたい。ふるさと戸田のために、そして子どもにツケをまわさないために。
　初志貫徹の一心で挑戦を続けます。

彩湖・道満グリーンパークにて

　この言葉を信じて政治の世界に飛び込みました。

　埼玉県議会は県民７２０万人の意思決定の場であり、意見も方向性も多種多様で

一筋縄にはいきません。

　しかし、私は一人ひとりの声なき声に一つひとつ真剣に向き合い、魂を込めて県政に

取り組み、政策を一歩二歩と前に進めてまいりました。

　私は、これからもしがらみのない立場を貫き、志を高く保ち政策本位で

成果を出すことにこだわります。

　懸命に働く現役世代、幸せを願うシニアの方々、そして、未来を夢描く

子どもたち。一人ひとりの「願い」と「未来」のために、全身全霊を込めて

挑戦を続けてまいります。

　皆さまの温かいご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

「やればできる。」

昭和５０年７月３０日生まれ（３９歳）美女木在住
戸田市立美谷本小学校・美笹中学校卒、埼玉県立伊奈学園総合高校卒、日本体育大学卒
（教員免許取得）、明治大学大学院修了（公共政策学修士）、元社会体育会社代表
【政　治　歴】 平成17～23年 戸田市議会議員（2期）
 平成23年 県議会議員に当選（１期）～現在に至る 
【所　　属】 会派「刷新の会」幹事長代理、青年地方議員の会副会長
 埼玉県体操協会副会長、埼玉坂本龍馬会幹事
 日本自治体危機管理学会会員
【趣　　味】 読書、史跡巡り、Ｂ級グルメ探し
【特　　技】 バク転、のび太並みの早寝
【座右の銘】 上杉鷹山翁の「なせば成る、なさねば成らぬ、何事も」
【家　　族】 父・母・妻・長女（2歳）・長男（0歳）・メイ（犬）
【　　夢　　】 努力した者が報われる社会を実現すること

菅原文仁（すがわらふみひと）プロフィール

約束します!5つの行動規範

県民相談550件以上!
自費視察240回以上!

ポストや政局ではなく
政策実現を優先します!

5  県民の声と現場から学び続けます
これまでも これからも

政務活動費収支報告書
毎年全面公開!

政治とお金の関係の
全面開示を続けます!

これまでも これからも

3  クリーンでオープンな政治に徹します

初当選以来一貫して
無所属で活動!

しがらみのない
県民目線を貫きます!

これまでも これからも

4  政党や団体などに支援を求めません

初心を忘れず
不撓不屈で活動します!

10年間で駅頭街頭活動
850日以上継続中!

これまでも これからも

ふ と う ふ く つ

1  選挙の前だけではありません

定期的に情報発信を行い
説明責任を果たします!

4年間で県政レポート
１２６万枚配布!

これまでも これからも

2  普段から県政の情報を伝えます
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すがわら文仁 検  索詳しい内容はホームページをご覧ください
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●医師・看護師等確保対策の充実
●小児・周産期医療体制の充実
●在宅医療提供体制の推進
●五大疾病対策の着実な推進
●リハビリテーション医療の推進

健康で元気に暮らせる
地域医療・介護を確立します

さらに進めます!健康づくり
医療・介護の充実

一
安心
一

実現しました
県内への私大医学部の
病院誘致計画を実現

さいたま市に
大学院併設病院
開設へ!
※平成29年度 着工予定

遠い存在と思われがちな埼玉県政ですが、
戸田市の暮らしにさまざまな関わりを持って
います。県を動かし地元の課題を一つひとつ
解決していけるよう、これからも県と市の
架け橋役として頑張ってまいります！

新

●子ども・女性への犯罪対策の充実
●振り込め詐欺防止対策の充実
●警察官増員で犯罪抑止の推進
●歩行者・自転車事故対策の推進
●自転車通行環境の整備の推進

体感治安の向上をすすめ
暮らしの安心を確立します

さらに進めます!防犯・交通安全
対策の強化

四
安全
四

実現しました
24時間体制での
ＤＶ・ストーカー対策を実現

迅速な初動対応に向け
人身安全初動指揮本部を

新設!
※平成26年4月 部署設置

●借金を増やさず財政健全化を推進
●公共施設マネジメントの推進
●県税の徴収率向上を推進
●議員定数と報酬の削減を推進
●政務活動費の透明化を推進

スリムな行政経営と
風通し良い議会を確立します

さらに進めます!行財政改革
議会改革の推進

八
自律
八

実現しました
公務員の多すぎる時間外勤務と
青天井の残業代を削減

教育局職員の
時間外勤務手当
大幅に削減!
※平成25年度 前年比11%減

●河川・緑・希少動物の再生を推進
●再生可能エネルギーの活用を推進
●殺処分ゼロに向けた動物愛護の推進
●東京五輪に向けた施設整備を推進
●空き家・老朽化マンション対策の推進

自然と調和した開発により
持続可能な社会を確立します

さらに進めます!環境・エネルギー
まちづくりの推進

七
自律
七

実現しました
子どもと遊べる多自然型の
川岸と遊歩道の整備を実現

笹目川の
まるごと再生が

事業化!
※平成28年3月 完成予定

埼玉県から戸田市を変える!

●減災に向けた災害対策の充実
●災害時要援護者の支援体制の充実
●救急搬送患者受入体制の充実
●自主防災や消防団への支援の充実
●各消防の救急機能高度化の推進

生命と財産を守る減災対策と
消防救急体制を確立します

さらに進めます!防災・救急・消防
体制の強化

三
安全
三

実現しました
県が独自に被災者を救済する
被災者安心支援制度を実現

生活再建支援金や
家賃給付制度新設で
支援制度強化!
※平成26年4月 制度開始

埼玉県議会議員選挙は、告示日：４月３日金  投票日：４月１２日日

笹目川まるごと再生事業を着実に推進

笹目川の水辺まるごと再生を!

上部公園へのアクセス道を整備

上部公園の利便性向上を!

水循環センターに水素製造設備を導入

下水汚泥から自然エネルギー製造を!

保管されている放射性焼却灰をゼロに

水循環センターを安全に!

キャンプ候補地となった際の受入体制整備

五輪で市民とアスリートの交流を!

市内を含め特別支援学校を新設

特別支援学校の教室不足解消を!

一貫した教育を受けられる教育体制を整備

市内に公立中高一貫校設立を!

終電時間の延長や輸送能力の増強

埼京線の利便性向上を!

警察官増員による蕨警察署の体制整備

刑法犯認知件数ワースト10脱却を!

護岸改修や堤防嵩上げ等の改修計画促進

緑川を改修して水害対策を!

県立戸田公園を安全で快適な空間に再整備

市民が憩えるボートコースに!

未整備の歩道や自転車通行環境を整備

市内の県道をもっと快適に!

大久保浄水場に高度浄水処理施設を導入

戸田市の水をおいしく!

制度的不平等な補助率を他市と同等に

福祉三医療補助制度の正常化を!

●子どもの貧困対策の充実
●保育所・学童保育施設の充実
●障害者の自立と福祉就労の充実
●虐待防止と権利擁護の推進
●生活保護からの自立支援の推進

社会的弱者の支援体制を
官民協働で確立します

さらに進めます!高齢者・障がい者
子ども福祉の充実

二
安心
二

実現しました
深夜でもつながる小児救急
電話相談（＃8000）を実現

12

7

1
2

3

4
56

8

9

10
11 相談時間を

翌朝7時まで
拡大!
※平成24年7月 相談開始

●県内企業の生産性向上支援を充実
●ものづくりや商店街の支援を充実
●雇用のミスマッチ解消を推進
●障がい者の雇用支援体制の推進
●女性が働きやすい環境整備の推進

人と企業の成長を促し県内
経済の好循環を確立します

さらに進めます!雇用の確保と
産業の振興

五
成長
五

実現しました
産業の血液である工業用水の
料金制度見直しを実現

節水しても料金が
変わらない制度を

改革!
※平成26年11月 新制度検討開始

●多様な支援により学力向上を推進
●暴力・いじめ・不登校対策の充実
●部活動の活性化と環境整備の推進
●共生社会に向け特別支援教育の推進
●藝術空間やスポーツ施設の充実

大胆な投資で人財の宝庫
「埼玉」を確立します

さらに進めます!教育・スポーツ
藝術の振興

六
成長
六

実現しました
東京オリンピック・パラリンピック
キャンプ誘致体制の実現

県による独自の
誘致ビジョンを

策定!
※平成27年度 計画策定予定


